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今年度の「ソングコンテストグランプリ・2018」は、当協会創立60周年を記念
して作詩部門・作曲部門とも広く全国に作品を募集した。川中美幸さんを対象
歌手として、1月15日から詩の募集を開始したところ全国から2,200作品を超える
応募があった。

そして3月30日・4月2日の2日間、日本作詩家協会・日本作曲家協会合同のソン
グコンテスト委員会とテイチクエンタテインメント（株）の小松ディレクターによる
選考の結果、「半分のれん」（作詩・岸かいせい）、「ちゃんちき小町」（作詩・ゆ
うじ誠）の2作品が最優秀作詩賞に決定。

この2編の詩を課題詩として4月15日から当協会会員のみならず広く一般からも作曲募集を行った。
「半分のれん」会員・142作品、一般・123作品。「ちゃんちき小町」会員・111作品、一般・69作品、合計445作品の応募

があった。
6月25・26日の両日、当協会会議室において、笹森文彦（日刊スポーツ）、清水 満（産経新聞）、田家秀樹（音楽評論

家）の3氏に審査員を依頼。「半分のれん」会員23作品、一般14作品。「ちゃんちき小町」会員15作品、一般7作品を選び、
最終選考はテイチクエンタテインメント・小松ディレクターと制作スタッフにより行われた。

その結果、最優秀作曲賞には「半分のれん」が左峰捨比古氏に、「ちゃんちき小町」が石田光輝氏に決定した。
そして、テイチクエンタテインメントにおける編成会議の結果、「半分のれん」がメイン曲に決定しグランプリに選ばれた。

なお左峰氏は一般からの応募で、ソングコンテストグランプリにおいて一般からの応募作品がグランプリ獲得は初めてのこ
とである。
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◆グランプリ
「半分のれん」 作詩：岸 かいせい

作曲：左峰 捨比古（一般）
◆最優秀作曲賞

「ちゃんちき小町」 　作詩：ゆうじ 誠
作曲：石田 光輝（会員）

◆優秀作曲賞
「半分のれん」 川音 稔、藤田 たかし、山口 正光

江口 一人（一般からの応募）
｢ちゃんちき小町 ｣ 片平 いさみ、宮城 八郎、山口 正光

左峰 捨比古（一般からの応募）
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グランプリ曲決定！グランプリ曲決定定定！グランプリ曲決定！
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「日本作曲家協会音楽祭・2018」出演歌手決定「日本作曲家協会音楽祭・2018」出演歌手決定

◆日本作曲家協会音楽祭・特別選奨◆◆日本作曲家協会音楽祭・特別選奨◆◆日本作曲家協会音楽祭・特別選奨◆

◆日本作曲家協会音楽祭・奨励賞◆◆日本作曲家協会音楽祭・奨励賞◆◆日本作曲家協会音楽祭・奨励賞◆

11月6日（火）、北区・北とぴあ さくらホールにおいて行われる「日本作曲家協会音楽祭・2018」の出演者が
下記のとおり決定した。今年も例年どおり「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」「日本作曲家協会音楽祭・3賞」に
併せて、目覚ましい活躍で歌謡界をリードする歌手に「日本作曲家協会音楽祭・特別選奨」を授与し、ステー
ジを飾ってもらうことになった。
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」

作
曲
／
宮
下
健
治
・
作
詩
／
原
文
彦

純烈（日本クラウン）
「プロポーズ」作曲・作詩／幸 耕平
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／
松
井
五
郎

大
月
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◆ソングコンテスト・グランプリ曲発表◆◆ソングコンテスト・グランプリ曲発表◆◆ソングコンテスト・グランプリ曲発表◆

◆ベストカラオケ賞◆◆ベストカラオケ賞◆◆ベストカラオケ賞◆

「うたかたの女」
作曲／幸 耕平・作詩／たか たかし

市川由紀乃（キングレコード）

◆有線大衆賞◆◆有線大衆賞◆◆有線大衆賞◆

「水に咲く花・支笏湖へ」
作曲／弦 哲也・作詩／伊藤 薫

水森かおり（徳間ジャパンコミュニケーションズ）

◆ロングヒット賞◆◆ロングヒット賞◆◆ロングヒット賞◆

「南部蝉しぐれ」
作曲／四方章人・作詩／久仁京介

福田こうへい（キングレコード）

グランプリ

「半分のれん」
作曲・左

さみね

峰 捨
す て ひ こ

比古
作詩・岸 かいせい

最優秀作曲賞

「ちゃんちき小町」
作曲・石田 光輝
作詩・ゆうじ 誠

※「日本作曲家協会音楽祭・2018」観覧希望者へのお知らせ※
　来る11月6日（火）北区・北とぴあ さくらホールにおいて行われる「日本作曲家協会音楽祭・2018」観
覧を希望される会員は、「氏名、住所、電話番号、チケット必要枚数（1枚 or 2枚）」を明記の上、Fax で
事務局宛にお申し込みください。

☆応募受付は10月1日（月）から開始します。
但し、10月1日午前0時以前は無効といたします。
チケットが無くなり次第締め切ります。

なお、チケットの割り当ては、ひとり2枚までとさせていただきます。
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左峰捨比古
ソングコンテストグランプリ・

2018、「半分のれん」で最優秀
作曲賞を頂き、誠に有り難うござ
いました。近年、一般からの応募
も出来るようになり、今回一念発
起して、応募させて頂きました。

「半分のれん」、居酒屋のお
かみの、ふとした心の揺らぎを書いた歌詩に、力を抜
いて心を寄り添わせてメロディーを書きました。高評価
をいただき、心より感謝申し上げます。

協会から受賞のお電話を頂いた時は、ほんとにビッ
クリ致しました！ 10分位しばし呆

ぼ う ぜ ん

然！ その後、妻に
報告。彼女曰く「ホントに遅咲きだったね…嬉しかった
でしょ…」泣いていました。自分は遅れてきた新人で
す、よろしくご指導ください。

石田光輝
この度は、最優秀作曲賞の受

賞、誠にありがとうございます。
大好きな川中美幸さんの歌、そ

して「ちゃんちき小町」というユ
ニークな詩に、これこそ自分の書
きたい世界と、夢中で書き上げ、
すぐ応募しました。

8年前、還暦を迎えると同時に膀胱がんの宣告を受
け、10回の内視鏡手術と化学療法を繰り返し、最後に
膀胱全摘出、人工膀胱設置手術、抗がん剤治療と、苦
しい闘病生活の中でも、歌うことと作曲の意欲を捨て
ずに頑張ってきてよかったと、心から感謝しておりま
す。今では元気に毎月のライブで30曲演奏して歌える
ほど回復しています。

生まれ育った地元、そして私をいつも見守ってくれる
地域の人たちと共に歩いてきた音楽人生に、またまた
後押ししてくださったこの大きな賞に、心から感謝し、
これからも邁進してまいります。本当にありがとうござ
いました。

テイチクエンタテインメント（株）
ディレクター　小松永枝

期待と不安がいり交じりなが
ら作品を心待ちにしていた。

しあわせ演歌のイメージが強
い川中美幸だが、作詩はそれに
こだわらないでとリクエストを。
そっと人に寄り添えるような詩
ができたらいいなと、川中美幸
が歌っている姿が浮かんできた
二作品を。

作曲は、詩がよく聞こえてくるようなメロディーで、
歌いどころ、聞かせどころがある歌を。作曲家協会会
議室に審査員のお歴々が、大量の応募作品を真剣に
丁寧に聞いて選考をしておられる姿を拝見して、身が
引き締まる思いがした。

半分のれんは、少々フォークタッチの演歌だが、女
のいじらしさ、可愛さが優しく動く旋律でより主人公
が浮き彫りになったのが決め手。

ちゃんちき小町は、粋なお江戸の情景が小気味良
くメロディーに表れていた。どちらもデモテープが聞
きやすく歌も譜面もまとまっていた。

今回、このような機会をいただき、私自身の勉強に
もなり、ヒット曲を作りたいという気持ちが新たに沸
き上がりました。作曲家協会、作詩家協会の皆様に
心より感謝を申し上げます。

ソングコンテストグランプリ・2018ソングコンテストグランプリ・2018ソングコンテストグランプリ・2018

選考によせて選考によせて選考によせて

☆最優秀作曲賞を受賞して☆

☆レコーディングスタジオにて☆

岸かいせい氏 左峰捨比古氏川中美幸さん



2018.9.18 （5）

ιϯάίϯςετの審査ʹ͋たͬ ͯιϯάίϯςετの審査ʹ͋たͬ ͯιϯάίϯςετの審査ʹ͋たͬ ͯ

日刊スポーツ新聞社　笹森文彦
対象歌手の川中美幸といえば、私は幸せ演歌がす

ぐに浮かぶ。それと長く声を響かせる独特のロング
トーン。それを意識しながら「半分のれん」は審査し
た。

もちろん幸せ演歌である必要はないし、独自の感
性が大切である。とはいえ「これは川中じゃないな」
という作品も多かった。詩が演歌系にしては長めと
いう点でも苦労されたと思う。
「ちゃんちき小町」は、タイトルからどうしても

「チャンチキおけさ」（三波春夫）が浮かぶ。審査でそ
の先入観を払拭するのが大変だったが、軽快で楽し
いメロディーが数多くあった。おたまじゃくしの配
列は宇宙のように無限なんだな、とあらためて痛感
した。

産経新聞特別記者　清水　満
ひとつの詩に無数の音が乗っていた。いつもなが

ら作曲家たちの〝無限の可能性〟に感心させられた。
とはいえ、歌は詩と音のコラボ。いくら素晴らしい
メロディーでも、詩とマッチしなければ魅力は半減
する。審査にあたり、自分なりに詩を解釈して臨ん
でみた。
「半分のれん」は、お客に淡い恋心を抱く女将の話。

揺れ動く女心の機微、心情が切なく描かれている。
目を閉じて音を聴く。まるで映画を見ているかのよ
うに情景が浮かぶ。そんな作品を優先して選んだ。
「ちゃんちき小町」はカネなどを打ち鳴らす〝ちゃ

んちき〟が理解されていない作品が多かった。最後
に両作品とも沢山の〝いい音〟があったのに、詩との
ズレを感じた。それが残念だった。

音楽評論家　田家秀樹
和風情緒というのは“機微”と“粋”に集約されると

思います。口に出せない女心のいじらしさと心の揺

審査風景

☆応募作品の審査風景☆
れを振り切ったようなきりっとした気風。今回の2
曲はそれぞれに見事にあてはまる気がしました。

中でも「半分のれん」は力作です。のれんだけでは
なくきんぴらごぼうや店の灯り、商い札などに託し
て気持ちを伝えるという日本語詩の真骨頂。巧みで
す。

そして対照的にいなせで明るい「ちゃんちき小
町」。鼻歌のようなさりげなさの中に切なさを忍ば
せた作品や三波春夫さんのような陽気さを備えた作
品などは、それぞれの特徴を的確に捉えているので
はないでしょうか。

今回も言葉とメロディーの奥深い関係を感じられ
る時間が過ごせたことを感謝します。

「ソングコンテストグランプリ」2013〜2015の3
年間に優秀作曲賞を受賞した作品15曲を「メロ
ディー先行」作品として、作詩家協会会員に向け
て作詩募集を行いました。

その結果、217名の応募者から1,238編の作
品が集まり、厳正な選考により下記の15作品が完
成し、「未

あ し た

来のメロディー第1集」として1枚のCDを
作成しました。

このCDを各レコード会社や制作会社へ送り、こ
れらの作品のプロモーションに努めます。

「未
あ し た

来のメロディー第1集」を作成！

曲　名 作　曲 作　詩
哀愁の街角 南部　直登 千草　三紀

おんなの寒流 岩上　峰山 金谷　怜沙

春待ち桜（冬桜） 山口　正光 津田　雅道

キンモクセイ 村田　誠一 紺野あずさ

大阪ふたり川 豊岡　良光 由梨　恵子

嫌いになりたい 松田　恭雄 木下由紀子

化野露しぐれ 南郷　　孝 小島ひろ美

琴引浜 ペペル　伴 小宮　正人

約束の雪 河知　成僖 花咲ひみこ

わが胸の火よ 南郷　　孝 中川　俊六

花として… 東　　純平 佐倉　　咲

まぶた閉じれば 前田　俊明 田中　修至

金沢ものがたり 藤田たかし 海野清二郎

波 棚橋　清志 中咲結美子

風恋歌 山田　恵範 須田　厚子




